持続可能性日本語教育の実践研究―中国の大学日本語教育における中上級専門科目の可能性― by 唐 暁煜



























































































































































































一方では、専門教育の狭窄さを克服するために素質教育（education for all-around development）























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Sさん 21歳 女 湖南省 各面の日本語能力、すなわち表現能力、まとめる能力、臨場応変の能力
などがアップするように（原文：提高各方面的日语能力,比如表达能力、
总结能力、应变能力等。）
Yさん 22歳 女 吉林省 翻訳だけではなく、話す、コミュニケーションする能力がアップするよ
うに（原文：希望不仅限于翻译,多练习说,提高交流能力）
Rさん 21歳 女 河北省 新鮮で面白いニュースがあるように（原文：希望有新鲜的时事和有趣的
信息）




Cさん 20歳 女 河北省 日本文化を知り、日本語の魅力が感じ取れるように（原文：了解日本文
化,感受日语魅力）
Bさん 21歳 女 吉林省 臨場応変能力、物事をまとめる能力がアップするように（原文：提高个
人的应变能力,总结能力）
Eさん 20歳 女 湖南省 授業の内容はそれほど難しくなく、就職関係のものがあってほしい。仕
事を探したいから。（原文：希望上课内容难度低一点,有就业方面内容,
打算找工作）





Lさん 21歳 男 遼寧省 どうでもいい（原文：怎么都可以）
Tさん 21歳 男 浙江省 口語のレベルがアップし、コミュニケーションするとき、危惧、緊張な
しにできるように（原文：提高自身口语水平,不怯场,敢说,敢交流）
Fさん 23歳 男 韓国 パスできればいい（希望能通过就好）
Mさん 22歳 女 海南省 欠席





Jさん 20歳 女 遼寧省 様々な知識を知り、翻訳する中反応する能力がアップするように（原文：
希望了解各方面知识,在翻译中提高反应的能力）
Dさん 21歳 女 遼寧省 三年生になって会話の授業がないということを補充して、日本語でコミ
ュニケーションする能力がアップするように（补充没有会话课的三年级,
提高日语交流能力）
Gさん 21歳 女 山東省 精神力が鍛えられ、緊張で何も考えられない状態が克服できるように（希
望能锻炼心理能力,以免紧张大脑空白）

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ごく多くて、私が一個あのーエ ピソードとしてあるのが、12 時半ぐらいに上司、当時のマネージャー、 上司ですね、から
電話がありまして、で、お前今何やってるって言われて、いや、家にいてもうお風呂も入って、絶対呼び出されると思っ
たので、あ、家にいてもうお風呂入ってもうすっぴんなのでもうパジャマ着てるし寝るだけですって答えたら、そっか、じ
ゃあお前家にいるんだなって言って今から新宿の2丁目のおかまバーで部長と飲んでるから来いって言われて。で、そこ
で断る権利はあのーないのであのーそっから化粧して1時ぐらいにあのータクシー飛ばしておかまパーに行って、その部長と
一緒に飲んで、それで、まあそういうところですのでコスプレなんかもしたりして、していました。なので、まあ女性と
しての働き、男性みたいに働くことを求められつつ、なんだろ、あの、女としてあのーそういうおじさん達を楽しませたり
お酌をしたりするっていうことが両方求められてたので、同期の総合職といわれる女の子はどんどんやっぱり辞めてってま
して、同期が25人女性がいるんですが、まあ、今で7人ぐらい辞めて残ってるのが10何名で、で、残っている子達ももう結
婚して子どもを産んだら辞めますって宣言しているので育っていか ない、あの総合職でとったのはいいんですが、育ってい
かないのが現状です。まあ、ただそのなかで仕事は、アシスタントバイヤーとしての仕事はすごく楽しくて、接客業もお客
様と話すのは楽しかったので、いい経験にはなったんですが、この制度とあと一般職が人員不足なので総合職は昔はその裏
方でやっていればよかったものの、一般職のお店にいる接客する子がどんどんどんどん人員不足でお金がないので、あの、
取らなくなってきて、総合職が店頭に立たなきゃいけなくなったので例えば土日、え、金、土、日は店頭にいて、で、あ
のーそれ以外は裏で仕事なんですが、土・日・月、あ、金・土・日店頭にいると、 その分裏の仕事ができなくなるのでそれ
をサービス残業と言ってお金をもらわずに働いたり、休日出勤といって特にお給料も出ないんですが会社に行って仕事をし
ている。で、もちろんそういうことを訴えることもできるんですが、私の前にいた会社はそれは勉強のためにやってるん
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だろって言われたので、なんだろ、やだっていう、こういうこと間違ってるっていうことイコール働く気はないのか出世意
欲がないってみなされて、そういうことも相談できなかったです。
まあ、これが私のあのー経験なんですが、ただ、私の多分いた会社は 極端でまわりのお友達なんかに聞くともっと待遇
がいいところもいっぱいありますので、これだけが日本の会社のイメージにならないように、はい、していただければと思
います。ありがとうございます。
ITテキスト（客①雇用）大手入社した3年前の卒業生 （掲載された原文のまま）
就職氷河期には珍しく、しっかりした企業に就職が決まった。最初、通勤時間２時間ほどかけて自
宅から通った。学生時代ほとんど知らない世界だった。一つ一つの仕事が新鮮だった。みっちりと準備をして顧客とやり取
りを進めるのも緊張感とやりがいがあった。新入社員の自分だけでなく、多様な業務の内容をこなすためどの社員もそれぞ
れスケジュールがぎっちり詰まっていた。それぞれの顧客への対応業務の準備、事後の整理、その報告、プレゼンに際限な
く時間がかかった。仕事の全体像が見えないこともあり、少し先まで計画的に進める学生時代までのリズムではなかった。
通勤時間が長すぎた。社宅に入ることにした。東京での一人の生活が始まった。家族から離れて暮らすのは別世界に住んで
いるような感覚があった。通勤時間がカットできた分やり残して帰宅することは減った。仕事はますます面白くなった。他
の新入社員たちと同様、別々の出向会社に出た。配置されたところは部屋も広い本社とは違って、驚いたことに、窓のつい
ていない手狭な部屋だった。人の出入りが余りない分、仕事に集中できた。最初は気にならなかった窓のない生活は次第に
こたえるようになってきた。
朝７時頃社宅を出て会社に着いてから、文字通り深夜会社を出るまで、時計は見れば何時であるか頭ではわかる。朝日に
も触れずに一日中ずっと蛍光灯の下で仕事をしていると、体の方では、今いったい何時頃なのか分からない。午前を終わり
かけているのか、夜になっているのかさえはっきりしない。食事は２食分出社前に駅で買っておく。外に食べに出て、注文
して出て来るのを食べ終わって戻る時間がカットできる分、かなりの仕事が見込める。一日中、時によっては三日四日、面
と向かって人と話もしないことが続くような毎日だった。本社とは別の種類の業務だった。別ではあったが、本社でやって
いた一つ一つがどうつながっているかはつかめてくる気がした。睡眠時間が切り詰められたのと、週末ゆっくり休む時間が
取れないこと、人との接触がないことから、この先これが続くと参るなと思い始めた頃、本社に戻るよう言われた。
戻った本社はさすがにほっとする気がした。別の仕事をしてみて、以前やっていたことはずいぶん手際よく進み、詳しい
ことも何となくこなせるようになった。その分、周りの先輩たちの様子が目に入るようになった。気になったのは30代の後
半から40代にかけての先輩たちだった。考えてみれば、若い人間の多い世界だった。その中で比較的少ないこの年代の人た
ちは、ずいぶん疲れているように見えた。仕事は依然として面白かったし、閉じ込められているような毎日から解放されて
ばりばりやっていると言えた。ただ先輩たちの様子を見ると、このままずっとこの職業であのくらいの年齢までやっていく
のかなと言う気持ちがよぎった。
本社に戻って楽だったが、仕事がわかるようになった分欲張ったかも知れない。８月になって体調がおかしくなった。下
痢が激しくなった。10日前後にダウンした。次の日は何とか会社にたどりついて、無理かなと思ったものの夜12時頃までや
って、社宅に戻った。次の日は起きられなかった。夜中から下痢の繰り返しだった。会社に入社して以来、初めて欠勤の電
話を入れた。電話に出たすぐ上の上司から、「今日は上司に説明しなければならないので、必ずでてもらわないと困る」と
言われた。とても家から出て電車に乗るまでたどり着けそうもなかった。「下痢が激しくて仮に出社しても満足に説明する
ことができそうもない」とありのままに言うと、少しでも良いのでとにかく出てくるようにと言われて、結局行った。部長
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含め幹部と話している最中に気分が悪くなった。脂汗が出てきた。こらえきれなくなって、周囲に断り、トイレに行くとし
た。廊下に出てしばらく歩いて目の前が暗くなった。気がつくと救急車の中だった。即刻入院だった。次の日1日病院にいた。
お盆の翌日、会社に辞表を出した。実家に戻った。家族はそれでも、正しい判断をしたと受け入れてくれた。自分が失業
保険などというものに縁があるとは思ってもみなかった。しばらく保険で生活することになった。心底参った。参ったが、
ここまで落ち込んでみると、高校以来の友達のメール、電話での励ましは暗澹たる毎日の中で心からの救いだった。友達に
救われた。しばらくゆっくりしようと思った。暗中模索そのものの不安の中にいる。
国営テキスト（客①雇用）
Bさんは中学校を卒業して、経理専門学校に通っていた。大学に進学しなくても、せめて何かの技能を持っていれば、卒業
後は地元で何とかして就職できるだろうと思った。しかし、現実はそんなに甘くなかった。専門学校を卒業した97年頃に、
将来のことを考えると、やはり安定した就職を保障してくれる国営企業で働きたいという願望が強かった。しかし、知りよ
うもなかったが、その頃は中国では国営企業の内部で民営化への制度改革が知らず知らずのうちに始めていた(日本語そのま
ま)。とにかく、安定した職につきたいから、一家総動員でコネを頼ってある国営のホテルで就職することができた。最初は
仕事が忙しくて大変だったが、就職ができた安堵感に包まれた日だった。安定した仕事を持っているから、親がずっと心配
してくれた縁談の話もうまくいくようになった。新婚生活が始まった早々、就職してから4年目のある日、突然「今後会社は
個人営業になるので、皆さんに一定の退職金を払うから、新しい仕事を探して下さい」と言われた。結局、4万元(45万円く
らい)の退職金が安定した生活を終わせた(日本語そのまま)。将来の生活に対する憧れが不安に変わった。失業状態で毎日家
にいるようになった。よりによってそんな時に、妊娠していることが分かった。夫は仕事をしているし、支給されたお金も
あるからと思って、子供を産むことにした。忙しい仕事から解放されたが、決して気は軽くならなかった。子供の養育費も
あるし、夫一人の給料ではだんだん家計を支えていけなくなる。子供を親に預かって(日本語そのまま)、アルバイトをし始
めた。月500から600元程度の給料だった。その後、バイトが2回も変わった。今20代後半の自分はこれからもバイトで生活費
を稼ぐか、それとも小さい商売でもいいから、自分で何かをやるかと迷っている。子供の笑顔は今の最高の慰めだ。
『大統領』テキスト(客②持続可能的発展)
日本語版アクセス（https://hana.bi/2012/07/mujica-speech-nihongo/）
会場にお越しの政府や代表のみなさま、ありがとうございます。
ここに招待いただいたブラジルとディルマ・ルセフ大統領に感謝いたします。私の前に、ここに立って演説した快きプレゼ
ンテーターのみなさまにも感謝いたします。国を代表する者同士、人類が必要であろう。国同士の決議を議決しなければな
らない素直な志をここで表現しているのだと思います。
しかし、頭の中にある厳しい疑問を声に出させてください。午後からずっと話されていたことは持続可能な発展と世界の貧
困をなくすことでした。私たちの本音は何なのでしょうか？現在の裕福な国々の発展と消費モデルを真似することでしょう
か？
質問をさせてください：ドイツ人が一世帯で持つ車と同じ数の車をインド人が持てばこの惑星はどうなるのでしょうか。息
するための酸素がどれくらい残るのでしょうか。同じ質問を別の言い方ですると、西洋の富裕社会が持つ同じ傲慢な消費を
世界の７０億〜８０億人の人ができるほどの原料がこの地球にあるのでしょうか？可能ですか？それとも別の議論をしなけ
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ればならないのでしょうか？なぜ私たちはこのような社会を作ってしまったのですか？マーケットエコノミーの子供、資本
主義の子供たち、即ち私たちが間違いなくこの無限の消費と発展を求める社会を作って来たのです。マーケット経済がマー
ケット社会を造り、このグローバリゼーションが世界のあちこちまで原料を探し求める社会にしたのではないでしょうか。
私たちがグローバリゼーションをコントロールしていますか？あるいはグローバリゼーションが私たちをコントロールして
いるのではないでしょうか？このような残酷な競争で成り立つ消費主義社会で「みんなの世界を良くしていこう」というよ
うな共存共栄な議論はできるのでしょうか？どこまでが仲間でどこからがライバルなのですか？
このようなことを言うのはこのイベントの重要性を批判するためのものではありません。その逆です。我々の前に立つ巨大
な危機問題は環境危機ではありません、政治的な危機問題なのです。現代に至っては、人類が作ったこの大きな勢力をコン
トロールしきれていません。逆に、人類がこの消費社会にコントロールされているのです。私たちは発展するために生まれ
てきているわけではありません。幸せになるためにこの地球にやってきたのです。人生は短いし、すぐ目の前を過ぎてしま
います。命よりも高価なものは存在しません。ハイパー消費が世界を壊しているのにも関わらず、高価な商品やライフスタ
イルのために人生を放り出しているのです。消費が社会のモーターの世界では私たちは消費をひたすら早く多くしなくては
なりません。消費が止まれば経済が麻痺し、経済が麻痺すれば不況のお化けがみんなの前に現れるのです。このハイパー消
費を続けるためには商品の寿命を縮め、できるだけ多く売らなければなりません。ということは、１０万時間持つ電球を作
れるのに、１０００時間しか持たない電球しか売ってはいけない社会にいるのです！そんな長く持つ電球はマーケットに良
くないので作ってはいけないのです。人がもっと働くため、もっと売るために「使い捨ての社会」を続けなければならない
のです。悪循環の中にいるのにお気づきでしょうか。これはまぎれも無く政治問題ですし、この問題を別の解決の道に私た
ち首脳は世界を導かなければなりません。石器時代に戻れとは言っていません。マーケットをまたコントロールしなければ
ならないと言っているのです。私の謙虚な考え方では、これは政治問題です。昔の賢明な方々、エピクロス、セネカやアイ
マラ民族までこんなことを言っています
「貧乏なひととは、少ししかものを持っていない人ではなく、無限の欲があり、いくらあっても満足しない人のことだ」こ
れはこの議論にとって文化的なキーポイントだと思います。国の代表者としてリオ会議の決議や会合にそういう気持ちで参
加しています。私のスピーチの中には耳が痛くなるようなことばがけっこうあると思いますが、みなさんには水源危機と環
境危機が問題源でないことを分かってほしいのです。根本的な問題は私たちが実行した社会モデルなのです。そして、改め
て見直さなければならないのは私たちの生活スタイルだということ。
私は環境資源に恵まれている小さな国の代表です。私の国には３００万人ほどの国民しかいません。でも、世界でもっとも
美味しい１３００万頭の牛が私の国にはあります。羊も８００万から１０００万頭ほどいます。私の国は食べ物の輸出国で
す。こんな小さい国なのに領土の９０％が資源豊富なのです。
私の同志である労働者たちは、8時間労働を成立させるために戦いました。そして今では、6時間労働を獲得した人もいます。
しかしながら、6時間労働になった人たちは別の仕事もしており、結局は以前よりも長時間働いています。なぜか？バイク、
車、などのリポ払いやローンを支払わないといけないのです。毎月２倍働き、ローンを払って行ったら、いつの間にか私の
ような老人になっているのです。私と同じく、幸福な人生が目の前を一瞬で過ぎてしまいます。
そして自分にこんな質問を投げかけます：これが人類の運命なのか？私の言っていることはとてもシンプルなものですよ：
発展は幸福を阻害するものであってはいけないのです。発展は人類に幸福をもたらすものでなくてはなりません。愛情や人
間関係、子どもを育てること、友達を持つこと、そして必要最低限のものを持つこと。これらをもたらすべきなのです。幸
155
福が私たちのもっとも大切なものだからです。環境のために戦うのであれば、人類の幸福こそが環境の一番大切な要素であ
るということを覚えておかなくてはなりません。ありがとうございました。
中国版アクセス（http://www.360doc.com/content/12/0729/16/8114213_227124027.shtml）
『泣きながら生きて』テキスト(客④グローバル社会を生きる出稼ぎ)
https://ja.wikipedia.org/wiki/泣きながら生きて#番組概要(2015年6月当時検索)
【番組の放送について】
『泣きながら生きて』はフジテレビで放送されたドキュメンタリー番組である。2006年11月3日に金曜プレステージ枠で放送
された。再放送されていない。 2009年11月28日から新宿バルト９を皮切りに全国で劇場公開が行なわれる。
【場面1】不法滞在の成り行き
https://www.youtube.com/results?search_query=泣きながら生きて1(2015年6月当時検索映像に相当するもの)
中華人民共和国の文化大革命、下放政策により教育を受けられなかった中国人男性丁尚彪が日本の大学への入学を目指し語
学留学する。留学先は過疎化が進む北海道東部阿寒町(現在は釧路市)であった。来日にあたり、借金をしておりその返済と
日本語の勉強を両立しなければならない。しかしながら阿寒町は過疎化が進む地域だったのでアルバイトもままならず、日
本語学校を飛び出した。ビザの延長申請が認められず不法滞在の身になった。番組は丁尚彪が日本で過ごした15年を追いか
けたものである。
中国の20世紀60年代から70年代までのほぼ10年間続いていた文化大革命の社会背景の下で、ドキュメンタリー映画の主人公
とした丁さんは下放政策(都市部の若者に試練を受けさせるために田舎へ行かせること) によりあまり教育を受けられなか
った。70年代の末から、改革開放政策が下されたため、留学の大波を迎えてきた。丁さんは陳さん(妻)と知り合い、結婚し
たが、どうしても勉強する田舎から上海に戻った青年と同じく、
【場面2】それぞれ家族三人の生活
https://www.youtube.com/watch?v=25kw_ZYPad8泣きながら生きて2(2015年6月当時検索映像に相当するもの)
【丁さん】：1996年（平成8年）自身の大学入学をあきらめ、有名大学進学の夢を中国屈指の名門復旦大学付属高校に通う
一人娘に託した。昼間の工場勤務、夜間の中華レストランでのアルバイトをしながら働き、稼いだお金を中国の家族に送金
した。独学で日本語を学び、仕事に困らないように、フォークリフト運転者、クレーン運転士等の資格を取得した。丁尚彪
の妻は中国で働き、丁尚彪からの送金には手をつけず娘の大学留学資金に貯めた。
【娘(リンさん)】中国屈指の名門復旦大学付属高校に通っていて、アメリカ留学を目指して勉強している。テレビの取材チ
ームが父親の東京での生活ぶりを撮影したビデオを見せてやったあと、小学校４年の時に父と別れた娘は、そのビデオを見
て泣き崩れた。
【妻(陳さん)】留守を守る妻は縫製工場で働きながら、夫の帰国を待っていた。彼女の胸には、渡日以来一度も帰国しない
夫への疑念がきざして来ていた。もしかしたら、夫に女が出来たのではないか。丁さんが帰国しなかったのは、そうすれば
ビザの発給が停止になり、二度と来日できなくなるからだったのだ。丁さんに対する妻子の疑念が解けたのは、テレビの取
材チームが彼の東京での生活ぶりを撮影したビデオを見せてやったからだった。それを見ても、妻は硬い表情を変えなかっ
た。彼女はまだ半信半疑だったのである。
【場面3】父女の再会
https://www.youtube.com/watch?v=0Q9GrpbxUuY泣きながら生きて3(2015年6月当時検索映像に相当する資料)
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娘は苦労している両親の姿を見、勉強に頑張り続け、とうとうニューヨーク州立大学に合格した。彼女は東京を経由する飛
行機でアメリカへ行く途中、一日だけ東京に立ち寄り、父と会う予定を立てた。十年近い歳月を隔てて久しぶりに顔を合わ
せた父娘は、ぎごちない会話を交わした。
父は、太り気味の娘に声をかける。「ダイエットをした方がいいんじゃないか」「運動をした方がいいぞ」と言ったら、娘
は相手の忠告を振り払うように「このままでいいの」と答えた。
再会を終えて父娘は、成田駅で別れるが、このときも娘は冷淡な表情を見せた。父がプラットフォームでしきりに涙を拭い
ているのに、娘は電車が発車するまでそっぽを向いているのだ。しかし、電車が動き出して父の姿が見えなくなると、彼女
は人目をはばからず泣き出した。(号泣を招くシーン)
父親はまず娘を自分の働いている料理店に連れて行った。彼は自分がここで皿洗いをしたと娘に話した。夜に父親は娘を
連れてあの10平米足らずの家に帰った。父親の苦しい生活環境を目にして、壁に掲げられている自分の小学校の時の写真を
見て、娘は泣き崩れている。
翌朝、親子二人は電車で成田空港へ向かう。しかし、父親は空港まで娘を見送れない。空港で身分証明書の提示が求めら
れる時に、丁尚彪の不法滞在が発覚される恐れがあるからだ。空港までの前の駅で父親は黙々と車内から降りてホームで娘
を見送った。
『フードインク』テキスト（客⑤食糧）
http://www.cinemacafe.net/official/foodinc/
映画『フード・インク』『ありあまるごちそう』予告編 - YouTube
（2015年６月当時検索してダウンロードした英語版で日本語字幕付き､元々は句読点はないが、筆者が文字化するときにつけ
た。）
この五十年間に食生活に生じた変化は過去一万年より大きい。だが、食料品の売り場には昔のままの農家のイメージが並ぶ。
スーパーの壁には農民の絵、柵、サイロ1930年代の農家、緑の牧草、古き良き農場のファンタジー。
米国のスーパーの商品は平均４万7000種、スーパーに四季はない。1年じゅう並ぶトマトは青いうちに摘まれ、ガスで熟成
させたもの、見かけはトマトだが、いわば概念としてのトマトだ。
もはや食肉に骨はついてない、生産地と消費者の間にはカーテンが引かれている。食品業界は真実を隠したいんだと知ると
食欲が失わせるから。パックされた肉の食物連鎖をたどれば現実が見えてくる。それは農場でなく、“工場だ。
食肉は巨大な多国籍企業で作られる。牧場や農家の出番はほとんどない。食品は流れ作業で作られ、家畜も労働者も虐待さ
れている。食べ物はますます危険になり、その事実は巧妙に隠されている。一握りの多国籍企業がフードシステムを支配し
ている。
種子からスーパーまで企業が食品を支配する。何を食べているかだけでなく、我々は何を語り知ることができるか？危険な
のは健康だけじゃない。農家が話すのを企業は嫌う、この話しをさせたがらない。
【すべての食品はファストフードに(ジャーナリストの語り)】
出演協力者（年寄り、女性）：チキン・サンドはどう？
ジャーナリスト(中年者、男性)：いい考えだけど、僕が食べたいのはハンバーガーだ。
ジャーナリスト(レンズに向けて)：
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僕の好きな食事はハンバーガーとポテト、一握りの企業が食生活を一変させたとは思いもしなかった。食材がどこから来た
かなど考えもせず、ハンバーガーを食べてきた。業界の思惑は巧妙に消費者から隠されてきた、僕がジャーナリストになっ
た理由の一つは隠されている重要な問題を明らかにするためだ。
工業フードシステムはファストフードで幕を開けた。1930年代に新型の外食店“ドライブイン”が誕生、マクドナルド兄弟
の店も大繁盛。しかし兄弟は経費削減と簡素化を決意、ウェイトレスを解雇、メニューを絞り込み、外食店経営に革命的ア
イデアを持ち込んだ。レストランの調理場に工業システムを導入したんだ。従業員は１つの作業だけを繰り返し訓練される。
単純作業の繰り返しだから賃金は安くてすむ。代わりの人間もすぐに見つかる。おまけに安くてうまい、マクドナルド・レ
ストランは大成功を収めた。
世界中どこで食べても同じで安い。この戦略が思いも寄らない、さまざまな結果をもたらした。
マクドナルドは米国最大の牛ひき肉の買い手、均一な味のハンバーガーを求めて、ひき肉の製造法を変えた。マクドナルド
社は最大のポテトの買い手、そして最大の豚肉、チキン、トマト、レタス、リンゴの買い手だ。巨大な買い手は巨大な売り
手を求める。そして今、一握りの企業がフードシステムを支配する。1970年代は牛肉大手5社が市場の25％を占拠していた。
今日では大手4社が80％以上を占拠する。豚肉でも同じことが起こっている。ファストフードを食べなくてもこうして製造
された精肉を食べている。
製品のラベルを見てみよう。食肉業界を支配しているのはわずか3〜4社、これほど巨大で強大な企業はかつて存在しなかっ
た。例えばタイソン社は史上最大の精肉会社、養鶏を根底から変えた企業だ。ヒナは５０年前の半分の日数で育つ、だが大
きさは2倍、消費者は胸の肉を好む。だから、胸の大きな鶏を作る。
大企業は鶏ばかりか農家まで変えた。養鶏農家は鶏を預かっているだけ、ヒナから食肉になる日まで鶏の所有者はタイソン
のような企業だ。
【全米養鶏協会 R・ロブさんの語り】
養鶏産業は製造、加工、販売の３つを統合するモデルケースになった。いまでは他の業種も導入している。実に経済的だか
らだ。チキンでなく、“食品”を作ってるんだ。機械化が進んでいる、養鶏場から届えん値段の狭い土地だけ、いいことず
くめじゃないか。
2、事前アンケート
氏名: 出身: 年齢:
1. 你心目中的口译课是怎样的？（どのように『口訳』という授業を捉えているか）
2.你希望从口译课中得到怎样的收获？（『口訳』授業からどんな収穫を求めたいか）
